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§１．研究成果の概要 

 

本研究は、複製フォークにおけるラギング鎖合成、リーディング鎖合成の分布から複製開始反応領

域を全ゲノムにわたり同定し、複製開始領域を構成する仕組みを明らかにすることを目的としてい

る。第二年次終了までに、Polεによるリーディング鎖合成、Polαによるラギング鎖合成のゲノムプ

ロファイルを構築することに成功し、そのパターンからレプリケーターと成りうる領域の位置、および、

個々の領域での開始反応の起きやすさを定量的に示すことに成功した。よって、第３年次におい

ては、遺伝子分布と複製開始領域の分布の関連性、および、転写活性が複製開始反応に及ぼす

影響に焦点を当てた解析を実施した。その結果、転写開始点、転写終末点の付近で複製開始反

応が起きやすいことが示され、遺伝伝子の転写領域の長さが複製開始反応の活動度に強い関連

性があることが示された。また、転写と同方向に進む複製フォーク、及び、反対方向に進むフォーク

を分けて、解析を行った結果、遺伝子内部において、その両方向のフォークの進行が停止する確

率が他の領域に比べて高いことが示された。この点から、遺伝子内部の複製を効率的に行うため、

その両端での複製開始が必要であると考えられる。 

 

 


